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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
四
十
九
号
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
三
月
万
葉
集
「
怕
物
歌
三
首
」
考
異
界
へ
の
「
お
そ
れ
」
倉
住
薫
キー
ワ
ー
ド
怕
物
歌
、
異
界
、
神
楽
良
の
小
野
、
鶉
、
神
が
門
、
人
魂
は
じ
め
に
万
葉
集
巻
十
六
の
巻
末
に
は
、
以
下
の
「
怕
物
歌
三
首
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
（
１
）。
 訓
み
下
し
文
】
怕 お
そろ
し
き
物
の
歌
三
首
天 あ
めな
る
や
神 さ
楽 さ
良 ら
の
小
野
を
の
に
茅
草
ち
が
や
刈 か
り
草 か
や刈
り
ば
か
に
鶉 うづ
らを
立
つ
も
（
⑯
三
八
三
七
）
沖
つ
国
う
し
は
く
君
が
塗 ぬ
り
屋 や
形 か
た丹 に
塗 ぬ
り
の
屋
形
神
が
門 と
渡
る（
三
八
八
八
）
人
魂
ひ
と
だ
まの
さ
青 を
な
る
君
が
た
だ
ひ
と
り
逢 あ
へ
り
し
雨
夜
あ
ま
よ
の
葉
非
左
し
思 お
もほ
ゆ
（
三
八
八
九
）
 本
文
】
怕
物
歌
三
首
天
尓
有
哉
神
楽
良
能
小
野
尓
茅
草
苅
草
苅
婆
可
尓
鶉
乎
立
毛
奥
国
領
君
之
屋
形
黄
乃
屋
形
神
之
門
渡
人
魂
乃
佐
青
有
公
之
但
独
相
有
之
雨
夜
乃
葉
非
左
思
所
念
「
怕
物
歌
三
首
」
が
収
載
さ
れ
た
巻
十
六
は
「
有
由
縁
并
雑
歌
」
と
い
う
特
異
な
部
立
を
持
つ
巻
で
あ
り
、
こ
の
部
立
は
諸
本
に
関
し
て
問
題
が
あ
る
。
冒
頭
に
仙
覚
系
諸
本
「
有
由
縁
雑
歌
」
（
西
本
願
寺
本
の
み
「
有
由
縁
并
雑
歌
」
と
記
し
「
并
」
を
見
せ
消
ち
す
る
）、
非
仙
覚
系
諸
本
「
有
由
縁
并
雑
歌
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
諸
本
の
目
録
に
は
「
有
由
縁
雑
歌
」
と
あ
る
。
「
由
縁
」
と
は
、
作
歌
事
情
の
こ
と
で
、
巻
十
六
の
歌
の
内
容
か
ら
は
「
有
由
縁
并
雑
歌
」
の
標
目
を
原
型
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
巻
十
六
は
「
由
縁
あ
る
（
歌
）
と
雑
歌
」
と
い
う
他
巻
に
は
な
い
部
類
を
持
つ
巻
で
あ
る
。
巻
十
六
は
内
容
か
ら
、
第
一
部
「
物
語
歌
」（
三
七
八
六
～
三
八
一
五
）、
第
二
部
「
戯
笑
歌
」
（
三
八
一
六
～
三
八
五
九
）
、
第
三
部
「
民
謡
・
芸
謡
」
（
三
八
六
〇
～
三
八
八
九
）
と
に
分
類
さ
れ
る
（
２
）。「
怕
物
歌
三
首
」
は
、「
由
縁
」
と
の
繋
が
り
が
薄
い
と
さ
れ
る
第
三
部
に
当
た
り
、
口
誦
的
と
み
な
し
う
る
繰
り
返
し
表
現
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
い
わ
ゆ
る
「
民
謡
・
芸
謡
」
と
は
認
め
が
た
い
。
『
全
集
』『
新
編
』
は
、
第
四
部
と
し
て
「
怕
ろ
し
き
物
の
歌
」
と
い
う
区
分
項
目
を
立
て
る
ほ
ど
、
そ
の
特
異
性
は
際
だ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
万
葉
集
「
怕
物
歌
三
首
」
考
―15―（15）
「
怕
物
歌
」
と
い
う
題
詞
は
、
当
該
歌
以
外
に
万
葉
集
に
は
見
ら
れ
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
り
、
題
詞
の
訓
読
を
は
じ
め
、
三
首
の
歌
の
テ
ー
マ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
三
首
を
解
釈
す
る
こ
と
で
、
「
怕
物
歌
三
首
」
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
一
、「
怕
物
」
の
意
味
題
詞
「
怕
物
歌
」
は
、
「
お
そ
ろ
し
き
も
の
の
歌
」
あ
る
い
は
「
も
の
に
お
そ
る
る
歌
」
と
の
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
訓
読
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
西
本
願
寺
本
・
温
故
堂
本
に
は
「
ヲ
ソ
ル
ヽ
」
と
あ
り
、
写
本
で
は
「
も
の
に
お
そ
る
る
歌
」
と
訓
ん
で
い
た
が
、
早
く
に
『
代
匠
記
』
精
撰
本
が
「
オ
ソ
ロ
シ
キ
モ
ノ
ト
和
語
ノ
體
ニ
讀
ベ
シ
」（『
代
匠
記
』
初
稿
本
「
お
そ
ろ
し
き
物
の
歌
と
讀
べ
き
に
や
」）
と
し
、
以
後
従
う
も
の
が
多
い
。
一
方
で
、『
古
義
』「
オ
ド
ロ
シ
キ
モ
ノ
」、
佐
佐
木
『
評
釈
』「
物
に
怕
る
る
」、
『
全
註
釈
』「
寄
物
、
屬
物
な
ど
の
用
字
例
に
よ
れ
ば
、
怕
物
を
モ
ノ
ニ
オ
ソ
ル
ル
と
讀
む
べ
き
で
あ
る
」、
金
關
丈
夫
か
ら
の
澤
瀉
久
孝
に
対
す
る
私
信
（『
注
釈
』
掲
載
）「
も
の
を
怕
る
る
」、『
新
大
系
』「
物
に
怕
れ
し
」
と
し
、
現
在
で
も
訓
読
は
分
か
れ
て
い
る
。
「
怕
」
は
、
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
に
「
怕
芳
覇
反
静
也
无
為
也
怖
也
」
と
あ
り
、
「
怕
」
は
「
怖
」
と
同
義
で
あ
る
。
「
怕
」
は
、
上
代
文
献
に
お
い
て
「
怕
物
歌
」
の
み
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
当
該
歌
の
用
字
意
識
、
つ
ま
り
「
怕
物
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
問
題
と
な
る
。
神
保
晶
子
は
、
古
字
書
・
漢
籍
・
仏
典
な
ど
の
「
怕
」
の
用
例
か
ら
、
「
怕
」
の
用
字
が
口
語
語
彙
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
３
）。
加
え
て
、
神
保
は
、
「
怕
」
が
示
す
「
お
そ
れ
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
将
来
へ
の
危
惧
や
忌
避
の
念
、
物
事
に
対
す
る
恐
怖
や
「
お
づ
」
に
近
い
意
味
に
用
い
ら
れ
る
例
も
存
在
し
、
幅
広
い
意
味
合
い
の
「
お
そ
れ
」
を
表
し
得
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
「
怕
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
対
す
る
「
お
そ
れ
」
を
想
起
さ
せ
、
か
つ
口
語
性
を
持
つ
用
字
と
し
て
万
葉
集
に
選
択
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
怕
物
歌
」
の
訓
読
を
決
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
怕
物
」
と
は
、
畏
怖
の
対
象
と
な
る
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
事
象
に
対
す
る
「
お
そ
れ
」
を
詠
ん
だ
「
怕
物
歌
三
首
」
は
、
三
首
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
事
象
に
対
す
る
「
お
そ
れ
」
を
詠
ん
で
い
る
。『
釈
注
』
は
三
八
八
七
・
三
八
八
八
・
三
八
八
九
番
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
「
天
上
、
海
上
、
地
上
」
の
「
怕
ろ
し
き
物
」
を
題
材
と
す
る
と
解
す
る
。
ま
た
折
口
『
口
訳
』
は
「
怕
ろ
し
い
も
の
を
見
た
時
に
、
歌
ふ
禁
厭
歌
」
と
し
、
三
首
そ
れ
ぞ
れ
を
「
鳥
の
災
い
」
「
難
船
」
「
人
魂
」
に
対
す
る
も
の
と
す
る
。
『
講
談
社
文
庫
』
は
「
魔
除
け
の
呪
歌
」
、
古
橋
信
孝
や
田
中
貴
子
は
「
呪
文
歌
」
と
し
『
袋
草
紙
』
の
「
誦
文
歌
」
と
同
じ
性
質
の
歌
と
す
る
（
４
）。「
禁
厭
歌
」「
呪
歌
」「
呪
文
歌
」
と
い
う
見
方
は
、「
怕
物
歌
三
首
」
そ
れ
自
体
が
「
お
そ
ろ
し
い
も
の
」
を
主
題
と
せ
ず
、
災
厄
を
避
け
る
た
め
に
歌
わ
れ
る
歌
と
い
う
理
解
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
三
首
が
そ
の
よ
う
な
役
割
を
結
果
的
に
担
う
可
能
性
は
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
、
三
首
が
詠
む
「
怕
」
の
内
実
を
次
章
以
降
検
討
し
て
い
き
た
い
。
二
、「
神
楽
良
の
小
野
」
で
の
「
茅
草
刈
り
」
三
八
八
七
番
歌
一
首
目
の
三
八
八
七
番
歌
は
、
「
神
楽
良
の
小
野
」
で
の
「
茅
草
刈
り
」
で
の
最
中
に
、
「
鶉
」
が
飛
び
立
っ
た
こ
と
を
歌
う
。
ま
た
「
神
楽
」
が
「
さ
さ
」
と
訓
ま
れ
る
の
は
、
「
神
楽
か
ぐ
ら
」
の
囃
子
詞
「
さ
さ
」
に
よ
る
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
三
八
八
七
番
歌
は
「
こ
れ
が
何
故
に
怕
物
歌
中
に
入
れ
ら
れ
た
の
か
、
不
可
解
で
あ
る
」
（
『
私
注
』
）
と
も
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
見
す
る
と
「
怕
」
が
導
き
出
さ
れ
る
要
因
が
不
明
で
あ
る
。「
茅
草
刈
り
」
の
場
と
な
っ
た
「
神
楽
良
の
小
野
」
は
、
天
上
世
界
に
あ
る
。「
神
楽
良
の
小
野
」
を
「
山
城
」（『
八
雲
御
抄
』）、「
河
内
国
讃
良
」
（
『
新
考
』
）
な
ど
に
あ
る
実
際
の
土
地
と
す
る
理
解
も
あ
る
が
、
他
に
「
天
な
る
さ
さ
ら
の
小
野
」
（
③
四
二
〇
）
の
例
も
あ
り
、
天
上
世
界
と
の
―16― （16）
繋
が
り
は
深
い
。「
さ
さ
ら
」
は
、
山
の
端 は
の
さ
さ
ら
え
を
と
こ
天 あ
まの
原 は
ら門 と
渡
る
光
見
ら
く
し
良 よ
し
も
右
の
一
首
の
歌
は
、
或 あ
るは
云 い
は
く
、
月
の
別
名
ま
た
の
なを
さ
さ
ら
え
を
と
こ
と
曰 い
ふ
、
こ
の
辞 こ
とに
よ
り
て
こ
の
歌
を
作
る
、
と
い
ふ
。
（
⑥
九
八
三
大
伴
坂
上
郎
女
）
と
も
あ
る
。
こ
の
坂
上
郎
女
の
歌
は
、
月
の
別
名
を
「
さ
さ
ら
え
を
と
こ
」
と
い
う
こ
と
か
ら
発
想
し
、
山
の
端
か
ら
昇
る
月
の
様
子
を
擬
人
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
「
さ
さ
ら
」
と
天
上
世
界
と
の
繋
が
り
が
見
え
、
や
は
り
「
神
楽
良
の
小
野
」
と
は
天
上
世
界
に
あ
る
野
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
ま
た
「
さ
さ
ら
」
は
「
佐
瑳
羅
形
錦
の
紐
」（
允
恭
紀
）、「
娑
佐
羅
の
御
帯
」（
継
体
紀
）、「
佐
左
良
荻
」（
⑭
三
四
四
六
）
と
あ
る
。「
さ
ざ
れ
石
」「
さ
ざ
れ
浪
」
の
「
さ
さ
」（
細
か
い
・
小
さ
い
の
意
の
形
状
言
）
と
同
根
と
も
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
神
楽
良
の
小
野
」
は
、
天
上
世
界
に
あ
る
、
チ
ガ
ヤ
・
ス
ゲ
・
ス
ス
キ
な
ど
が
密
集
す
る
野
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
三
八
八
七
番
歌
と
同
じ
く
、
天
上
世
界
に
あ
る
「
神
楽
良
の
小
野
」
を
詠
ん
だ
以
下
の
歌
が
あ
る
。
石
田
い
は
た
の
王 おほ
き
みの
卒 みま
かり
し
時
に
、
丹
生
に
ふ
の
王 おほ
き
みの
作
る
歌
一
首
并 あ
はせ
て
短
歌
…
…
天 あ
ま雲 く
もの
そ
く
へ
の
極 き
はみ
天
地
の
至
れ
る
ま
で
に
杖 つ
ゑつ
き
も
つ
か
ず
も
行 ゆ
き
て
夕 ゆ
ふ占 け
問 と
ひ
石 い
し占 う
らも
ち
て
我 わ
が
や
ど
に
み
も
ろ
を
立
て
て
枕 ま
く
ら
辺 へ
に
斎 い
は
ひ
瓮 へ
を
据
す
ゑ
竹 た
か
玉 た
ま
を
間
ま
な
く
貫 ぬ
き
垂
た
れ
木
ゆ
綿 ふ
だ
す
き
か
ひ
な
に
掛
け
て
天
な
る
さ
さ
ら
の
を小
の野
の
七 な
な
ふ
菅 す
げ
手
に
取
り
持
ち
て
ひ
さ
か
た
の
天 て
まの
河
原
か
は
らに
出 い
で
立
ち
て
み
そ
ぎ
て
ま
し
を
高
山
た
か
や
まの
巌 いは
おの
上 う
へに
い
ま
せ
つ
る
か
も
（
③
四
二
〇
）
石
田
王
の
死
に
際
し
、
丹
生
王
が
詠
ん
だ
挽
歌
で
あ
る
。
夕
占
・
石
占
を
し
、
神
祀
り
を
し
、
禊
を
す
れ
ば
良
か
っ
た
と
、
後
悔
の
念
が
詠
ま
れ
る
。
禊
は
「
天
な
る
さ
さ
ら
の
小
野
」
の
「
七
ふ
菅
」
を
用
い
、
「
天
の
河
原
」
で
行
う
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。「
七
ふ
菅
」
と
は
、
七
節
も
あ
る
植
物
の
菅
と
考
え
ら
れ
る
が
、
菅
は
節
を
持
た
な
い
の
で
、
想
像
上
の
菅
で
あ
る
。
現
実
の
神
事
に
は
、
実
在
の
菅
が
用
い
ら
れ
る
の
だ
が
、
神
聖
な
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
天
上
世
界
に
あ
る
「
さ
さ
ら
の
小
野
」
に
生
え
た
七
節
の
菅
と
詠
む
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
さ
さ
ら
の
小
野
」
は
、
神
事
な
ど
の
呪
具
と
し
て
用
い
る
菅
が
生
え
る
天
上
の
地
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
石
田
王
挽
歌
と
三
八
八
七
番
歌
の
み
に
「
さ
さ
ら
の
小
野
」
が
詠
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
三
八
八
七
番
歌
の
「
茅
草
刈
り
」
も
ま
た
、
呪
具
を
揃
え
る
た
め
に
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
注
釈
』
に
引
用
さ
れ
た
金
關
丈
夫
か
ら
の
書
簡
に
は
、喪
屋
を
葺
く
茅
か
ア
ラ
菰
の
た
め
か
と
に
か
く
死
人
の
た
め
の
用
途
で
す
か
ら
そ
う
し
た
品
を
採
る
場
所
は
普
通
の
用
途
に
用
い
る
茅
を
苅
る
と
い
う
こ
と
の
な
い
今
で
い
え
ば
不
浄
の
場
所
な
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
使
者
の
家
族
が
た
ゞ
さ
え
お
び
え
た
気
持
で
他
に
人
げ
の
な
い
淋
し
い
死
者
の
土
地
（
と
も
い
う
べ
き
と
こ
ろ
）
で
大
急
ぎ
で
こ
わ

茅
を
苅
つ
て
い
る
と
、
「
怕
」
の
心
情
と
茅
草
刈
り
と
死
と
の
関
わ
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
三
八
八
七
番
歌
の
茅
草
刈
り
が
、
死
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
天
上
世
界
で
の
「
茅
草
刈
り
」
と
い
う
点
が
「
怕
」
の
心
情
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
田
中
貴
子
は
「
「
サ
サ
ラ
ノ
ヲ
ノ
」
に
対
す
る
恐
怖
の
源
泉
を
指
摘
出
来
る
根
拠
が
見
出
せ
な
い
限
り
、
上
句
の
方
だ
け
に
恐
怖
感
を
求
め
る
方
法
に
は
限
界
が
あ
る
」
と
述
べ
る
（
５
）。
確
か
に
、
天
上
世
界
の
「
神
楽
良
の
小
野
」
だ
け
が
、「
怕
」
を
導
く
対
象
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
こ
こ
で
、「
茅
草
刈
り
」
と
い
う
作
業
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
も
そ
も
、
「
茅
草
」
は
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
植
物
で
あ
り
、
万
葉
集
に
も
二
十
九
例
詠
ま
れ
て
い
る
（
６
）。
多
く
は
「
浅
茅
」
と
し
て
、
背
の
低
い
チ
ガ
ヤ
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
チ
ガ
ヤ
の
群
生
す
る
景
色
を
、
当
時
の
人
々
は
見
慣
れ
て
い
た
と
考
え
万
葉
集
「
怕
物
歌
三
首
」
考
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ら
れ
る
。
茅
草
を
刈
る
様
子
は
、
岡 お
かに
寄
せ
我 わ
が
刈 か
る
萱 か
やの
さ
ね
萱
の
ま
こ
と
な
ご
や
は
寝 ね
ろ
と
へ
な
か
も
（
⑭
三
四
九
九
）
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
東
歌
は
、
歌
意
が
不
明
瞭
な
部
分
も
あ
る
が
、
自
分
が
刈
っ
て
い
る
柔
ら
か
い
茅
草
と
女
性
の
柔
肌
と
を
重
ね
て
詠
ん
で
い
る
。
「
さ
ね
茅
」
と
は
、「
サ
寝
萱
で
、
寝
床
に
敷
く
萱
の
意
か
」（『
新
編
』）
と
も
さ
れ
、
寝
具
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
「
ま
こ
と
な
ご
や
」
と
あ
る
よ
う
に
、
非
常
に
柔
ら
か
い
植
物
で
あ
る
。
東
歌
で
生
産
叙
事
的
に
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
茅
草
刈
り
」
が
日
常
的
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
の
三
八
八
七
番
歌
で
は
「
茅
草
刈
り
草
刈
り
ば
か
に
」
と
、
旋
頭
歌
的
な
繰
り
返
し
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
刈
ば
か
」
は
、
他
に
「
秋
の
田
の
穂
の
田
の
刈
り
ば
か
」（
④
五
一
二
）、「
秋
の
田
の
我
が
刈
り
ば
か
の
」（
⑩
二
一
三
三
）
と
あ
り
、
草
刈
り
の
分
担
量
・
区
域
の
意
で
あ
る
（
７
）。
尾
崎
暢
殃
は
「
こ
と
に
よ
っ
た
ら
、
ハ
カ
は
墓
の
意
を
懸
け
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
す
る
が
、
万
葉
集
の
他
の
例
か
ら
推
し
て
も
当
た
ら
な
い
（
８
）。
重
要
な
の
は
、
分
担
量
・
区
域
が
定
め
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
茅
草
刈
り
」
が
、
共
同
作
業
で
あ
っ
た
と
分
か
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
、
三
八
八
七
番
歌
の
背
景
に
共
同
作
業
を
可
能
に
す
る
集
団
性
の
存
在
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
通
常
、
生
活
圏
内
で
行
わ
れ
る
「
茅
草
刈
り
」
を
、
こ
こ
で
は
自
分
た
ち
の
刈
り
場
を
神
聖
視
し
「
天
な
る
や
神
楽
良
の
小
野
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
実
際
に
は
地
上
で
行
わ
れ
る
「
茅
草
刈
り
」
で
あ
る
が
、
神
事
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
「
菅
」
は
、
神
聖
視
さ
れ
た
「
七
ふ
菅
」
と
な
る
た
め
、
そ
の
「
七
ふ
菅
」
の
茂
る
地
が
、
生
活
空
間
の
「
小
野
」
か
ら
変
質
し
、
天
上
に
あ
る
「
神
楽
良
の
小
野
」
と
し
て
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
七
ふ
菅
」
が
茂
る
「
神
楽
良
の
小
野
」
は
、
地
上
の
生
活
空
間
と
天
上
界
と
が
交
差
す
る
場
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
神
聖
な
場
で
の
「
鶉
」
の
出
現
に
、
な
ぜ
「
怕
」
を
感
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
鶉
」
は
、
万
葉
集
で
「
鹿
」
と
と
も
に
狩
猟
の
対
象
と
な
り
、
這
い
ず
り
回
る
よ
う
な
歩
き
方
が
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
（
９
）。
ま
た
、
「
鶉
鳴
く
」
「
故
（
古
）
り
に
し
郷
」
（
④
七
七
五
、
⑧
一
五
五
八
）
「
古
家
」
（
⑪
二
七
九
九
）
「
古
し
」
（
⑰
三
九
二
〇
）
と
、
「
古
」
に
か
か
る
枕
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
鶉
」
が
、
人
け
の
な
い
草
原
や
農
耕
地
に
住
む
性
質
か
ら
発
想
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』
に
は
「
其
性
畏
寒、
其
在
田野
、夜
則
羣
飛
、
晝
則
草
伏
」
と
あ
り
、「
鶉
」
は
昼
に
草
む
ら
の
中
に
潜
む
習
性
を
も
つ
の
で
あ
る
（
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
三
八
八
七
番
歌
に
は
、
群
生
し
た
茅
草
の
中
に
潜
ん
で
い
た
「
鶉
」
が
突
然
姿
を
現
し
た
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
「
鶉
を
立
つ
も
」
の
「
立
つ
」
は
、
下
二
段
他
動
詞
で
「
鶉
を
飛
び
立
た
せ
た
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
（
）。
窪
田
『
評
釈
』
は
「
鶉
を
飛
び
立
た
せ
る
の
は
、
そ
れ
を
す
る
も
の
が
あ
つ
て
の
こ
と
で
、
そ
の
者
は
天
の
こ
と
で
神
で
あ
る
」
と
す
る
。
窪
田
『
評
釈
』
の
よ
う
に
、
「
鶉
」
を
出
現
さ
せ
た
主
体
を
「
神
」
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
が
、
こ
の
表
現
に
は
、
通
常
、
地
を
這
っ
て
い
る
「
鶉
」
が
飛
び
立
っ
た
こ
と
へ
の
驚
き
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
す
べ
き
だ
ろ
う
（
）。
狩
猟
の
対
象
と
も
な
り
日
常
的
に
馴
染
み
の
あ
る
「
鶉
」
が
、
天
上
世
界
で
あ
る
は
ず
の
「
神
楽
良
の
小
野
」
に
お
い
て
、
変
わ
る
こ
と
な
く
飛
び
立
っ
た
か
ら
こ
そ
「
怕
」
が
導
き
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
八
八
七
番
歌
は
、
神
事
な
ど
の
特
殊
な
事
情
に
よ
る
「
茅
草
刈
り
」
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
自
分
た
ち
の
生
活
圏
内
で
行
わ
れ
る
「
茅
草
刈
り
」
を
、
天
上
世
界
の
「
神
楽
良
の
小
野
」
で
の
「
七
ふ
菅
」
刈
り
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。
神
聖
な
空
間
で
の
「
茅
草
刈
り
」
の
最
中
に
、
自
分
た
ち
の
日
常
と
深
く
結
び
つ
く
「
鶉
」
が
飛
び
立
っ
た
。
「
鶉
」
は
、
神
事
の
準
備
の
場
に
お
け
る
突
然
の
侵
入
者
で
あ
り
、
清
浄
な
空
間
を
乱
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
上
の
生
活
空
間
で
あ
る
「
小
野
」
に
あ
り
な
が
ら
、
天
上
世
界
に
あ
る
「
神
楽
良
の
小
野
」
を
臨
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
日
常
と
異
界
と
の
境
界
に
立
っ
て
い
る
時
に
、
そ
の
境
界
を
乱
す
「
鶉
」
の
出
現
に
「
怕
」
と
い
う
心
情
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。
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三
、「
神
が
門
」
を
渡
る
「
丹
塗
り
の
屋
形
」
三
八
八
八
番
歌
二
首
目
の
三
八
八
八
番
歌
は
、
丹
塗
り
の
屋
形
船
が
海
峡
を
渡
る
様
子
を
歌
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
の
「
怕
」
の
内
実
も
ま
た
、
従
来
さ
ま
ざ
ま
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
海
神
へ
の
恐
れ
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
死
の
世
界
に
行
く
恐
怖
で
あ
る
。
三
八
八
八
番
歌
の
海
峡
を
渡
る
屋
形
船
に
は
「
沖
つ
国
う
し
は
く
君
」
す
な
わ
ち
、「
沖
つ
国
」
の
支
配
者
が
乗
っ
て
い
る
。「
沖
つ
国
」
と
は
、
海
の
彼
方
に
あ
る
国
の
こ
と
を
指
す
。
文
字
通
り
理
解
す
れ
ば
、「
壹
岐
對
馬
」（『
古
義
』）
の
よ
う
な
「
海
中
の
島
国
」（『
新
考
』）
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
海
峡
は
「
神
が
門
」
と
称
さ
れ
、
渡
っ
て
い
く
船
も
「
丹
塗
り
」
で
あ
り
、
通
常
の
船
旅
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
鴻
巣
『
全
釈
』
は
、
国
守
の
乗
つ
て
ゐ
る
立
派
な
屋
形
船
が
、
恐
ろ
し
い
瀬
戸
を
通
つ
て
、
外
海
へ
進
ま
う
と
し
て
ゐ
る
の
を
見
て
、
あ
れ
も
や
が
て
は
難
破
の
厄
に
逢
ふ
の
で
は
な
い
か
と
、
お
そ
れ
お
の
の
い
た
人
の
歌
と
見
る
の
が
無
難
で
あ
ら
う
。
平
凡
な
解
で
は
あ
る
が
致
し
方
が
な
い
。
と
、
国
守
の
船
の
難
破
へ
の
恐
怖
と
と
る
が
、
現
実
世
界
に
対
す
る
「
怕
」
の
心
情
を
歌
う
歌
と
し
て
三
八
八
八
番
歌
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
「
う
し
は
く
君
が
」
は
、
本
文
「
領
君
之
」
で
旧
訓
「
シ
ラ
セ
シ
キ
ミ
ガ
」
と
あ
っ
た
も
の
を
、
鴻
巣
『
全
釈
』
が
、
古
事
記
に
「
汝
が
宇
志
波
祁
流
葦
原
中
国
は
、
我
が
御
子
の
知
ら
さ
む
国
と
言
依
し
賜
ひ
き
」
と
あ
る
の
を
根
拠
と
し
て
「
う
し
は
く
君
が
」
と
改
訓
し
た
。「
う
し
は
く
」
は
領
有
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
三
八
八
八
番
歌
で
は
「
沖
つ
国
」
を
支
配
者
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
う
し
は
く
」
は
、
万
葉
集
に
四
例
あ
る
。
1…
…
海
原
う
な
は
ら
の
辺 へ
に
も
沖
に
も
神 か
む
留 づ
ま
り
う
し
は
き
い
ま
す
諸
も
ろ
も
ろの
お
ほ
大
み御
か
み
神
た
ち
船 ふ
な
舳 の
へ
に
〈
反
し
て
、
ふ
な
の
へ
に
と
云 い
ふ
〉
導 みち
びき
ま
を
し
天
地
あ
め
つ
ちの
大
御
神
た
ち
…
…
（
⑤
八
九
四
）
2…
…
我 わ
が
妻
に
人
も
言 こ
と問 と
へ
こ
の
山
を
う
し
は
く
神
の
昔
よ
り
禁 い
さめ
ぬ
行 わ
事 ざ
ぞ
け今
ふ日
の
み
は
め
ぐ
し
も
な
見
そ
事
も
咎 と
がむ
な
（
⑨
一
七
五
九
）
3天
離
あ
ま
ざ
かる
鄙 ひ
なに
名
か
か
す
越 こ
しの
中 な
か
国
内
く
ぬ
ちこ
と
ご
と
山
は
し
も
し
じ
に
あ
れ
ど
も
川
は
し
も
さ
は
に
行 ゆ
け
ど
も
す
め
皇
か
み
神
の
う
し
は
き
い
ま
す
新
川
に
ひ
か
は
の
そ
の
立
山
た
ち
や
ま
に
常
夏
と
こ
な
つ
に
雪
降
り
敷
き
て
帯 お
ば
せ
る
片
貝
か
た
か
ひ川 が
はの
清
き
瀬
に
朝
夕
あ
さ
よ
ひご
と
に
立
つ
霧 き
りの
思 お
もひ
過
ぎ
め
や
…
…
（
⑰
四
〇
〇
〇
）
4…
…
遣 つ
かは
さ
る
我 わ
が
背 せ
の
君
を
か
け
ま
く
の
ゆ
ゆ
し
恐 かし
こき
住
吉
の
あ
我
が
お
お
大
み
御
か
み
神
船 ふ
な舳 の
へに
う
し
は
き
い
ま
し
船 ふ
な艫 ど
もに
み
立
た
し
ま
し
て
…
…
（
⑲
四
二
四
五
）
1は
山
上
憶
良
の
好
去
好
来
歌
で
、
海
原
の
岸
や
沖
の
「
大
御
神
」
た
ち
が
、
2は
高
橋
虫
麻
呂
の
筑
波
山
の
歌
を
詠
む
歌
で
、
筑
波
山
の
「
神
」
が
、
3は
、
大
伴
家
持
の
立
山
の
賦
で
、
立
山
を
領
有
す
る
越
の
国
の
「
国
つ
神
」
が
、
4は
主
作
未
詳
の
入
唐
使
に
贈
る
歌
で
、
入
唐
す
る
船
を
領
有
す
る
住
吉
の
「
大
御
神
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
う
し
は
く
」
の
用
例
で
は
、
領
有
の
主
体
は
「
神
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、
三
八
八
八
番
歌
の
「
沖
つ
国
」
の
領
有
者
も
ま
た
、「
神
」
と
捉
え
ら
れ
る
。
「
沖
つ
国
」
の
領
有
者
は
、「
丹
塗
り
の
屋
形
」
船
の
持
ち
主
で
も
あ
る
。
こ
の
「
塗
り
屋
形
丹
塗
り
の
屋
形
」
は
、
本
文
と
訓
読
に
問
題
が
あ
る
。「
屋
形
黄
乃
屋
形
」
は
、
諸
本
で
は
「
染
屋
形
黄
染
乃
屋
形
」
で
「
ソ
メ
ヤ
カ
タ
キ
ソ
メ
ノ
ヤ
カ
タ
」（
古
葉
略
類
聚
抄
「
シ
メ
ヤ
カ
タ
キ
シ
メ
ノ
ヤ
カ
タ
」）
と
す
る
。
佐
竹
昭
広
が
、
諸
本
の
「
染
」
を
「
漆
」
の
俗
字
「
」
の
誤
写
と
し
、
以
降
の
注
釈
書
・
論
文
は
従
っ
て
い
る
（
）。
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
「
漆
音
七
水
名
ウ
ル
シ
ク
ル
シ
ヌ
ル
」（
法
上
十
四
帖
ウ
）
と
あ
り
、「
」
は
三
八
八
万
葉
集
「
怕
物
歌
三
首
」
考
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八
番
歌
に
お
い
て
動
詞
「
ヌ
ル
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
」
と
「
染
」
の
混
同
は
、
⑦
一
五
一
四
番
歌
に
「
撒
け
ば
散
り
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
、
「
染
」
と
あ
り
、
他
の
例
に
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
⑬
三
二
九
九
番
歌
「
左
丹
塗
り
の
小
舟
」
の
「
塗
り
」
は
、
元
校
本
「
染
」（
右
に
墨
「
イ
」）、
類
聚
古
集
「
漆
」、
尼
ヶ
崎
本
・
西
本
願
寺
本
・
細
井
本
・
紀
州
本
・
温
故
堂
本
・
大
矢
本
・
京
都
大
学
本
・
活
字
無
訓
本
・
活
字
附
訓
本
に
は
「
」
と
あ
り
、
「
染
」
と
「
」
と
の
混
同
過
程
が
分
か
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
本
文
を
「
漆
屋
形
黄
漆
乃
屋
形
」
と
認
定
で
き
る
。
ま
た
、
屋
形
船
の
塗
料
の
色
と
訓
読
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
佐
竹
は
上
代
に
色
名
「
き
」
（
黄
色
）
が
成
立
し
た
確
証
は
な
く
、
「
ニ
ヌ
リ
（
丹
塗
り
）
」
と
訓
む
と
す
る
。
佐
竹
説
以
降
、
ほ
と
ん
ど
の
注
釈
書
が
「
ニ
ヌ
リ
」
と
訓
み
「
ニ
」
を
「
丹
」（
赤
系
統
の
色
）
と
理
解
す
る
が
、『
注
釈
』
は
「
黄
色
に
ぬ
つ
た
」
と
し
、
『
講
談
社
文
庫
』
は
「
黄
に
塗
っ
た
」
と
訳
し
な
が
ら
「
ニ
は
今
の
黄
色
を
ふ
く
む
赤
色
」
と
注
し
て
い
る
。
赤
系
統
の
色
に
塗
っ
た
舟
は
「
赤
の
そ
ほ
船
」
（
③
二
七
〇
、
⑬
三
三
三
〇
）
、
「
赤
ら
小
舟
」
（
⑯
三
八
六
八
）
「
さ
丹
塗
り
の
小
舟
」（
⑧
一
五
二
〇
、
⑨
一
七
八
〇
、
⑬
三
二
九
九
）
な
ど
が
あ
る
。
播
磨
国
風
土
記
逸
文
に
「
か
く
教
へ
賜
ひ
こ
こ
に
赤
土
を
出
だ
し
賜
ひ
き
。
そ
の
土
を
天
の
逆
桙
の
艫
と
舳
に
建
て
た
ま
ふ
」
と
あ
り
、
「
海
神
を
嚇
さ
む
為
」
（
『
新
考
』
）
つ
ま
り
、
魔
除
け
の
た
め
に
赤
く
塗
っ
た
と
す
る
考
え
も
あ
る
。
ま
た
、
「
現
在
の
精
霊
船
と
同
じ
性
質
の
、
魂
送
り
の
船
」
と
の
理
解
も
あ
る
（
）。
船
形
埴
輪
は
、
国
内
で
も
出
土
例
が
多
く
、
中
で
も
宝
塚
一
号
墳
で
は
、
五
世
紀
初
頭
頃
の
製
作
当
時
に
ベ
ン
ガ
ラ
と
い
う
赤
い
塗
料
で
色
づ
け
し
て
い
た
船
形
埴
輪
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
赤
い
精
霊
船
の
イ
メ
ー
ジ
が
万
葉
時
代
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
伊
原
昭
は
、
上
代
の
「
黄
金
」
「
黄
泉
」
な
ど
の
用
例
、
装
飾
古
墳
の
色
彩
や
正
倉
院
文
書
の
「
黄
檗
」
が
黄
色
の
料
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
上
代
に
も
「
赤
」
と
「
黄
」
と
の
区
別
が
あ
っ
た
と
す
る
（
）。
『
全
歌
講
義
』
は
、
伊
原
説
を
受
け
「
キ
ヌ
リ
」
と
訓
み
「
黄
色
に
塗
っ
た
」
と
訳
す
。
井
上
通
泰
『
万
葉
集
追
攷
』
で
は
、
五
行
相
剋
説
に
基
づ
い
て
「
土
の
配
色
な
る
黄
を
以
て
水
を
厭
勝
し
克
服
し
た
の
で
あ
ら
う
」
と
黄
色
の
意
義
を
説
い
て
い
る
。
「
丹
」「
ニ
」
は
色
彩
の
範
囲
が
広
く
、
色
の
種
類
は
確
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
船
に
色
を
塗
る
こ
と
に
は
魔
除
け
の
意
が
込
め
ら
れ
、
家
形
に
作
っ
た
通
常
と
は
異
な
る
船
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
丹
塗
り
の
屋
形
」
船
が
「
神
が
門
」
を
渡
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。
万
葉
集
で
「
神
が
門
」
は
、
以
下
の
用
例
が
あ
る
。
潮 し
ほ満 み
た
ば
い
か
に
せ
む
と
か
海
神
わ
た
つ
みの
神
が
手
渡
る
海
人
あ
ま
娘
子
を
と
め
ど
も
（
⑦
一
二
一
六
）
こ
の
一
二
一
六
番
歌
は
本
文
「
神
我
手
」
と
あ
る
が
、
古
義
は
「
手
」
を
「
戸
」
の
誤
字
と
し
「
神
が
門
」
と
理
解
す
る
。
ま
た
「
手
は
渡
リ
デ
・
長
テ
な
ど
、
道
を
表
す
そ
れ
で
、
海
峡
な
ど
の
、
海
難
事
故
の
起
り
易
い
危
険
な
水
域
を
さ
す
か
」
（
『
新
編
』
）
と
の
理
解
の
よ
う
に
、
三
八
八
八
番
歌
の
「
神
が
門
」
と
同
義
と
捉
え
ら
れ
、
一
二
一
六
番
歌
は
、
海
峡
を
渡
る
海
人
娘
子
へ
の
危
惧
を
詠
ん
で
い
る
。
「
海
神
の
神
が
手
」
と
あ
り
、
海
峡
は
海
神
の
支
配
が
及
ぶ
領
域
と
す
る
意
識
が
う
か
が
え
る
。『
釈
注
』
は
「
視
覚
の
沖
と
想
像
の
沖
と
の
、
境
の
海
峡
」
と
し
、
三
八
八
八
番
歌
は
、
ま
さ
に
現
実
世
界
と
異
界
と
の
境
界
で
あ
り
「
神
が
門
」
を
屋
形
船
が
渡
る
情
景
を
詠
ん
だ
と
捉
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
海
峡
を
越
え
る
と
、
黄
泉
な
ど
の
異
界
に
た
ど
り
着
く
と
す
る
解
釈
も
多
い
（
）。「
黄
泉
」（『
万
葉
考
』）、
「
冥
界
」（
窪
田
『
評
釈
』）
と
も
「
常
世
の
国
」（『
新
編
』）
と
も
さ
れ
る
が
、
異
界
へ
向
か
う
と
い
う
意
味
で
は
同
じ
で
あ
る
。
海
峡
で
あ
る
「
神
が
門
」
を
越
え
る
こ
と
と
、
「
怕
」
と
の
心
情
は
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
先
行
論
で
は
、
「
怕
」
の
対
象
が
二
説
に
分
か
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
海
神
へ
の
恐
れ
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
死
の
世
界
に
赴
く
恐
怖
で
あ
る
。
海
神
へ
の
恐
れ
と
理
解
す
る
『
代
匠
記
』
初
稿
本
は
「
海
神
は
は
か
り
か
た
く
お
そ
ろ
し
き
物
に
て
、
廣
大
の
資
材
に
貪
す
る
物
な
れ
は
、
舟
に
材
あ
れ
は
心
を
か
け
、
色
よ
き
も
の
を
も
ほ
し
か
る
な
り
。
よ
り
て
さ
は
り
を
な
す
な
り
。
」
、
『
略
解
』
は
「
心
は
龍
神
の
欲
す
べ
き
黄
染
の
や
か
―20― （20）
た
の
舟
に
乗
て
、
恐
し
き
迫
門
を
渡
ら
む
は
ま
こ
と
に
恐
る
べ
き
限
り
也
と
言
へ
り
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、
海
神
は
「
塗
り
屋
形
」
の
よ
う
な
立
派
な
船
を
ほ
し
が
り
襲
い
、
船
が
生
け
贄
の
役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
「
神
が
門
」
を
通
っ
た
果
て
の
「
沖
つ
国
」
と
は
、
黄
泉
や
冥
界
を
さ
す
と
い
う
理
解
も
あ
る
（
『
全
集
』
『
集
成
』
『
新
編
』
『
釈
注
』
『
全
解
』
）
（
）。
多
田
一
臣
は
、
海
辺
の
行
路
死
人
歌
で
詠
ま
れ
た
「
神
の
渡
り
」
と
三
八
八
八
番
歌
と
の
つ
な
が
り
を
指
摘
し
、
「
神
が
門
」
を
「
こ
の
世
と
あ
の
世
の
境
界
と
し
て
の
海
峡
」
で
あ
る
と
す
る
（
）。
多
田
が
挙
げ
た
行
路
死
人
歌
は
、
以
下
の
歌
で
あ
る
。
玉 た
ま桙 ほ
この
道 み
ち行 ゆ
き
人 び
とは
あ
し
ひ
き
の
山
行 ゆ
き
野
行 ゆ
き
に
は
た
づ
み
川
行 ゆ
き
渡
り
い
さ
な
と
り
海
道
う
み
ぢに
出 い
で
て
恐 かし
こき
や
神
の
渡
り
は
吹
く
風
も
和 の
どに
は
吹
か
ず
立
つ
波
も
凡 お
ほに
は
立
た
ず
と
ゐ
波
の
さ
さ
ふ
る
道
を
誰
た
が
心
い
た
は
し
と
か
も
直 た
だ渡
り
け
む
直
渡
り
け
む
（
⑬
三
三
三
五
）
旅
に
出
た
人
が
、
山
を
越
え
野
を
行
き
川
を
渡
り
、
海
路
に
出
て
激
し
い
波
風
に
も
ま
れ
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
亡
く
な
る
様
子
を
「
神
の
渡
り
」
を
「
直
渡
り
け
む
」
と
、
神
が
支
配
す
る
渡
し
場
を
人
が
ま
っ
す
ぐ
に
渡
っ
た
こ
と
で
表
現
し
て
い
る
。
当
該
の
三
八
八
八
番
歌
は
、
「
神
が
門
渡
る
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
海
峡
で
あ
る
「
神
が
門
」
に
屋
形
船
は
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
歌
は
、
当
時
の
海
上
他
界
観
を
背
景
に
持
ち
、
『
釈
注
』
が
「
視
覚
の
沖
と
想
像
の
沖
と
の
、
境
の
海
峡
」
と
す
る
よ
う
に
現
実
世
界
の
海
の
情
景
か
ら
発
想
さ
れ
た
歌
で
も
あ
る
。
一
方
で
「
塗
り
屋
形
丹
塗
り
の
屋
形
」
船
は
、
巻
十
六
の
筑
前
国
の
志
賀
白
水
郎
で
「
赤
ら
小
舟
」
（
⑯
三
八
六
八
）
「
大
舟
に
小
舟
引
き
そ
へ
」
（
三
八
六
九
）
と
詠
ま
れ
る
よ
う
な
官
船
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
屋
形
船
の
主
と
な
る
の
は
、
国
守
の
よ
う
な
そ
の
土
地
を
領
有
す
る
人
物
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
三
八
八
八
番
歌
か
ら
、
現
実
世
界
で
国
守
の
よ
う
な
支
配
者
が
亡
く
な
り
、
そ
の
人
物
を
「
沖
つ
国
」
を
「
う
し
は
く
」
異
界
の
王
と
し
て
送
り
出
す
と
い
う
状
況
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
八
八
八
番
歌
は
、
現
実
世
界
に
お
い
て
支
配
者
だ
っ
た
者
が
「
丹
塗
り
」
の
屋
形
船
に
乗
り
、
異
界
で
あ
る
「
沖
つ
国
」
の
支
配
者
と
な
り
海
峡
を
渡
っ
て
い
く
さ
ま
を
詠
ん
で
い
る
と
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
亡
く
な
っ
た
支
配
者
が
異
界
を
治
む
る
者
と
な
る
よ
う
に
送
り
出
す
光
景
を
詠
む
歌
で
あ
る
。
屋
形
船
は
、
今
ま
さ
に
「
神
が
門
」
と
い
う
海
峡
に
位
置
し
て
い
る
。
船
が
異
界
の
入
り
口
を
越
え
る
こ
と
に
対
し
、
陸
地
に
い
る
詠
み
手
は
「
怕
」
と
い
う
心
情
を
抱
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
、「
雨
夜
」
で
の
「
人
魂
」
と
の
出
会
い
三
八
八
九
番
歌
三
首
目
の
三
八
八
九
番
歌
は
、
「
葉
非
佐
」
の
訓
読
に
問
題
の
あ
る
歌
で
は
あ
る
が
、
「
雨
夜
」
で
の
「
人
魂
」
と
の
出
会
い
か
ら
「
怕
」
の
心
情
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
訓
読
に
問
題
の
あ
る
第
五
句
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。
第
五
句
は
「
葉
非
左
思
所
念
」
だ
が
、
諸
本
で
は
「
葉
」
を
第
四
句
に
含
め
「
非
左
思
所
念
」
を
第
五
句
と
し
「
ヒ
サ
シ
ト
ソ
オ
モ
フ
」
と
訓
ん
で
い
た
。
類
聚
古
集
は
本
文
を
「
非
戸
曽
所
念
」
に
作
り
「
ヒ
サ
シ
ト
ソ
オ
モ
フ
」
と
訓
む
。『
代
匠
記
』
精
撰
本
は
「
思
ノ
下
ニ
久
九
等
ノ
落
タ
ル
ヘ
シ
」
と
し
「
ヒ
サ
シ
ク
オ
モ
ホ
ユ
」
と
訓
み
、
『
全
釈
』
、
高
木
『
総
釈
』
も
こ
れ
に
従
う
。
『
新
考
』
は
「
非
」
と
「
左
」
を
入
れ
替
え
「
左
非
思
所
念
」
と
し
「
サ
ビ
シ
ク
オ
モ
ホ
ユ
」
と
訓
む
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、「
非
」
は
乙
類
の
ヒ
で
あ
り
「
久
し
」
と
は
仮
名
違
い
と
な
る
。
現
代
注
で
は
第
五
句
を
「
葉
非
左
思
所
念
」
と
す
る
が
、
『
注
釈
』
『
全
集
』
『
集
成
』
『
講
談
社
文
庫
』
『
新
編
』
『
釈
注
』
『
新
大
系
』
『
全
解
』
『
和
歌
大
系
』
は
、
訓
を
付
し
て
い
な
い
。
『
全
註
釈
』
は
「
葉
非
左
思
所
念
」
を
第
五
句
と
し
「
ハ
ヒ
ヤ
シ
オ
モ
ホ
ユ
」
と
訓
ん
だ
。
日
本
霊
異
記
第
二
十
二
「
重
き
斤
に
人
の
物
を
取
り
、
又
法
花
経
を
寫
し
て
、
現
に
善
悪
の
報
を
得
る
縁
」
の
「
點
地作
冢
殯
收
而
置
」
の
訓
釈
万
葉
集
「
怕
物
歌
三
首
」
考
―21―（21）
に
「
塚
波
比
夜
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
灰
屋
の
義
の
「
ハ
ヒ
サ
」
の
語
が
あ
っ
た
可
能
性
と
、
本
文
「
左
」
が
「
屋
」
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
窪
田
『
評
釈
』
も
従
う
。
埋
葬
の
地
を
仕
切
り
、
冢
を
作
り
、
遺
骸
を
安
置
す
る
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
日
本
霊
異
記
の
『
大
系
』
の
頭
注
に
は
「
訓
釈
ハ
ヒ
ヤ
は
「
這
ひ
入
る
屋
」
で
、
横
穴
か
」
と
し
、
当
時
の
葬
送
様
式
の
反
映
と
見
る
。
ま
た
、
『
私
注
』
は
三
八
八
九
番
歌
の
「
ハ
ヒ
サ
」
の
「
サ
」
を
「
坂
」
の
意
の
語
と
し
、
「
怕
物
歌
」
の
三
首
は
「
神
楽
良
の
小
野
」
「
神
が
門
」
「
は
ひ
坂
」
と
い
う
、
野
・
海
・
山
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
歌
と
し
て
い
る
。
だ
が
、「
は
ひ
坂
」
と
い
う
地
名
の
確
例
は
な
い
。
佐
佐
木
『
評
釈
』
は
、
石
垣
謙
二
説
を
受
け
、
本
文
「
葉
振
乎
曽
所
念
」
に
作
り
「
ハ
フ
リ
ヲ
ゾ
オ
モ
フ
」
と
訓
み
、『
全
歌
講
義
』
も
従
う
。
ま
た
、『
大
系
』
は
、
石
垣
説
か
ら
「
非
」
は
「
振
」
の
草
体
か
ら
の
誤
写
、
「
左
」
は
「
乎
↓戸
↓左
」
と
い
う
誤
写
、
「
思
」
は
「
曽
」
の
誤
写
と
す
る
。
な
お
『
釈
注
』
は
、
訓
義
未
詳
と
し
な
が
ら
、「
灰
屋
」
説
の
補
強
を
試
み
て
い
る
。「
人
魂
」
と
「
灰
屋
」
と
の
関
連
な
ど
『
全
註
釈
』
の
指
摘
は
重
要
だ
が
、
第
五
句
は
今
の
と
こ
ろ
訓
義
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
「
雨
夜
」
に
出
会
っ
た
「
人
魂
の
さ
青
な
る
君
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
「
の
」
を
連
体
修
飾
格
と
し
て
「
人
魂
の
よ
う
に
真
っ
青
な
あ
な
た
」
と
理
解
す
る
説
（
『
拾
穂
抄
』
『
代
匠
記
』
『
略
解
』
『
新
考
』
『
私
注
』
『
全
集
』
『
集
成
』『
新
編
』『
釈
注
（
）』）
と
、
同
格
と
し
て
「
人
魂
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
真
っ
青
な
あ
な
た
」
と
解
釈
す
る
も
の
（
『
万
葉
考
』
『
全
釈
』
高
木
『
総
釈
』
『
全
註
釈
』
窪
田
『
評
釈
』『
大
系
』『
講
談
社
文
庫
』『
新
大
系
』『
全
歌
講
義
』『
全
解
』
『
和
歌
大
系
』）
と
が
あ
る
。
ま
た
、『
注
釈
』
は
「「
公
」
は
人
魂
を
擬
人
化
し
た
云
ひ
方
」
と
す
る
。「
人
魂
」
と
い
う
語
は
上
代
文
献
に
お
い
て
孤
例
で
あ
る
が
、
遊
離
魂
を
歌
っ
た
と
思
わ
れ
る
歌
が
あ
る
。
魂 たま
し
ひは
朝 あし
た
夕 ゆふ
へに
賜 た
まふ
れ
ど
我 あ
が
胸 む
ね痛 い
たし
恋 こ
ひの
繁 し
げき
に
（
⑮
三
七
六
七
）
一
書
に
曰 い
は
く
、
近
江
あ
ふ
み
の
天
皇
の
聖
躰
不
豫
み
や
ま
ひ
し
た
ま
ひ
て
、
御
み
病 やま
ひ
急 に
は
か
な
る
時
に
、
大
后
の
奉
献
た
て
ま
つる
御 み
歌 う
た一
首
青
旗
あ
を
は
たの
木
幡
こ
は
たの
上 う
へを
通 か
よふ
と
は
目
に
は
見
れ
ど
も
直 た
だに
逢 あ
は
ぬ
か
も
（
②
一
四
八
）
三
七
六
七
番
歌
は
、
狭
野
弟
上
娘
子
が
越
前
国
に
配
流
と
な
っ
た
中
臣
宅
守
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
離
れ
ば
な
れ
と
な
っ
て
も
、
肌
身
に
感
じ
る
宅
守
の
想
い
を
「
魂
」
と
表
現
し
て
い
る
。
愛
情
を
受
け
る
こ
と
を
、「
魂
」
を
「
賜
」
わ
る
こ
と
と
詠
ん
で
い
る
。
「
魂
」
を
形
あ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
一
方
、
死
者
の
「
魂
」
を
詠
ん
だ
の
が
、
一
四
八
番
歌
で
あ
る
。
巻
二
挽
歌
部
に
「
一
書
に
曰
く
」
の
形
で
、
天
智
天
皇
が
「
聖
躰
不
豫
み
や
ま
ひ
」
で
危
篤
に
陥
っ
た
際
に
倭
大
后
が
詠
ん
だ
歌
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。
「
木
幡
」
の
山
の
上
を
行
き
来
し
て
い
る
天
智
天
皇
の
「
魂
」
を
詠
ん
で
い
る
。
「
魂
」
と
は
「
目
に
は
見
れ
ど
も
」
と
あ
る
よ
う
な
形
あ
る
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
八
八
九
番
歌
の
「
人
魂
」
も
ま
た
、
亡
く
な
っ
た
人
の
体
か
ら
離
れ
た
見
る
こ
と
の
で
き
る
真
っ
青
な
「
魂
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
「
人
魂
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
君
」
と
会
っ
た
の
は
、「
雨
夜
」
で
あ
っ
た
。
「
た
だ
ひ
と
り
逢
へ
り
し
雨
夜
の
」
と
あ
り
、「
さ
青
な
る
君
」
と
た
っ
た
一
人
で
出
会
っ
た
の
が
雨
の
降
る
夜
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
出
会
っ
た
相
手
を
主
格
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
逢
魔
表
現
」
で
あ
る
（
）。
二
一
九
番
歌
、
そ
ら
数 か
ぞふ
大
津
お
ほ
つの
児 こ
が
逢
ひ
し
日
に
凡 お
ほに
見
し
く
は
今
ぞ
悔 く
やや
し
き
（
②
二
一
九
柿
本
人
麻
呂
「
吉
備
津
采
女
挽
歌
」）
や
、
雄
略
天
皇
が
吉
野
の
童
女
と
出
会
う
場
面
の
「
其
の
童
女
が
其
処
に
遇
へ
る
を
留
め
て
」（「
留
其
童
女
之
所
遇
於
其
処
」
雄
略
記
）
と
同
じ
く
、
そ
の
出
会
い
が
、
思
い
が
け
な
い
偶
然
の
出
会
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
人
魂
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
真
っ
青
な
あ
な
た
と
、
た
っ
た
一
人
で
雨
夜
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
「
雨
夜
」
は
、
万
葉
集
に
お
い
て
孤
例
で
あ
る
が
、
『
全
集
』
『
釈
注
』
が
指
摘
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す
る
よ
う
に
元
槇
「
雨
夜
鬼
神
恐
」
（
寺
院
新
竹
）
と
の
発
想
の
類
似
が
あ
る
。
「
雨
夜
」
の
人
な
ら
ざ
る
者
と
の
出
会
い
は
、「
お
そ
れ
」
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
世
に
な
る
と
「
鬼
火
」
は
、
雨
の
日
に
出
現
す
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
き
、
「
人
魂
」
や
「
鬼
火
」
は
、
一
般
的
に
「
雨
夜
」
に
現
れ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
「
雨
夜
」
に
「
人
魂
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
真
っ
青
な
「
君
」
と
た
っ
た
一
人
出
会
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
葉
非
左
」
を
繰
り
返
し
思
い
出
し
て
し
ま
う
と
歌
う
の
で
あ
る
。
三
八
八
九
番
歌
は
、
「
人
魂
」
と
な
っ
た
人
物
と
の
「
雨
夜
」
の
出
会
い
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
「
人
魂
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
さ
青
な
る
君
」
は
異
界
側
に
属
す
る
存
在
で
あ
り
、
現
実
世
界
に
お
け
る
異
界
側
の
存
在
と
の
接
触
が
「
怕
」
と
い
う
心
情
を
導
い
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
、「
怕
物
歌
三
首
」
を
異
界
と
い
う
視
点
で
解
釈
し
て
き
た
。「
怕
物
歌
」
三
首
は
そ
れ
ぞ
れ
、
天
上
に
あ
る
「
神
楽
良
の
小
野
」
で
「
鶉
」
、
異
界
で
あ
る
「
沖
つ
国
」
へ
と
渡
る
「
丹
塗
り
の
屋
形
」
船
、
雨
夜
に
「
人
魂
」
と
出
会
っ
た
こ
と
か
ら
導
か
れ
る
「
怕
」
を
詠
ん
で
い
る
。
異
界
と
つ
な
が
る
「
神
楽
良
の
小
野
」
で
の
「
お
そ
れ
」、
異
界
へ
の
入
り
口
で
あ
る
「
神
が
門
」
を
渡
り
亡
く
な
っ
た
支
配
者
が
「
沖
つ
国
」
を
「
う
し
は
く
」
者
と
な
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
「
お
そ
れ
」
、
雨
夜
に
異
界
の
存
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
人
魂
」
と
出
会
っ
た
こ
と
へ
の
「
お
そ
れ
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
不
気
味
な
も
の
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
異
界
へ
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
「
お
そ
れ
」
と
い
う
感
覚
を
詠
ん
で
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
三
八
八
七
・
三
八
八
八
番
歌
は
、
と
も
に
三
句
・
四
句
に
旋
頭
歌
的
繰
り
返
し
表
現
が
あ
り
、
口
誦
性
を
持
つ
歌
で
あ
る
。
三
八
八
九
番
歌
は
、「
雨
夜
」
に
お
け
る
出
会
い
と
い
う
お
そ
れ
の
普
遍
性
を
も
っ
た
も
の
を
詠
ん
で
い
る
。
「
怕
物
歌
」
は
、
万
葉
集
に
お
い
て
確
か
に
特
異
な
テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
一
回
的
で
個
性
的
な
歌
で
は
な
く
、
茅
草
刈
り
、
葬
送
、
雨
夜
に
伴
う
、
普
遍
的
な
当
時
の
「
怕
」
を
詠
ん
だ
歌
と
理
解
で
き
る
。
そ
れ
は
、
巻
十
六
第
三
部
の
歌
の
性
質
と
も
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。
注
（
1）
万
葉
集
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
る
。
（
2）
伊
藤
博
（「
由
縁
有
る
雑
歌
」『
万
葉
集
研
究
』
二
、
一
九
七
三
年
四
月
）
の
区
分
に
よ
る
。
ま
た
中
西
進
は
「
由
縁
有
る
と
雑
と
の
歌
」
と
し
、
第
二
部
「
三
八
一
六
～
三
八
五
六
」
、
第
三
部
「
三
八
六
〇
～
三
八
八
九
九
」
と
区
分
す
る
（
中
西
進
「
愚
の
世
界
」『
万
葉
集
論
』
六
、
一
九
九
五
年
九
月
）。
（
3）
神
保
晶
子
「
『
万
葉
集
』
巻
十
六
「
怕
物
」
考
」
（
『
国
語
国
文
』
第
七
一
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
（
4）
古
橋
信
孝
「
歌
の
物
語
と
歌
物
語
」（『
物
語
文
学
の
誕
生
万
葉
集
か
ら
の
文
学
史
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）、
田
中
貴
子
「『
万
葉
集
』
巻
第
十
六
・
三
八
八
七
歌
考
～
「
怕
物
歌
三
首
」
と
呪
文
歌
～
」
（
『
広
島
大
学
紀
要
』
四
八
号
、
一
九
八
九
年
一
月
）
（
5）
注（
4）田
中
論
文
（
6）
「
茅
」
の
用
例
（
地
名
人
名
を
除
く
）：
③
三
三
三
（「
浅
茅
原
」
大
伴
旅
人
）、
⑥
九
四
〇
（「
浅
茅
」
山
部
赤
人
）、
⑦
一
一
七
九
（「
浅
茅
」
作
者
未
詳
）、
⑦
一
三
四
二
（「
浅
茅
原
」
作
者
未
詳
）、
⑦
一
三
四
七
（「
浅
茅
」
作
者
未
詳
）、
⑧
一
四
四
九
（「
茅
花
」「
浅
茅
が
原
」
作
者
未
詳
）、
⑧
一
四
六
〇
（「
茅
花
」
紀
女
郎
）、
⑧
一
四
六
二
（「
茅
花
」
大
伴
家
持
）、
⑧
一
五
一
四
（「
浅
茅
が
花
」
穂
積
皇
子
）、
⑧
一
五
四
〇
（「
浅
茅
」
聖
武
天
皇
）、
⑧
一
五
七
八
（「
浅
茅
」
阿
倍
虫
麻
呂
）、
⑧
一
六
五
四
（「
浅
茅
」
大
伴
坂
上
郎
女
）、
⑩
一
八
八
〇
（「
浅
茅
」
作
者
未
詳
）、
⑩
二
一
五
八
（
「
浅
茅
」
作
者
未
詳
）
、
⑩
二
一
八
六
（
「
浅
茅
」
作
者
未
詳
）
、
⑩
二
一
九
〇
（「
浅
茅
」
作
者
未
詳
）、
⑩
二
二
〇
七
（「
浅
茅
」
作
者
未
詳
）、
⑩
二
三
三
一
（「
浅
茅
」
作
者
未
詳
）、
⑪
二
四
六
六
（「
浅
茅
原
」
人
麻
呂
歌
集
）、
⑪
二
七
五
五
（「
浅
茅
原
」
作
者
未
詳
）、
⑪
二
八
三
五
（「
浅
茅
」
作
者
未
詳
）、
⑫
三
〇
五
〇
（「
浅
茅
」
作
者
未
詳
）
、
⑫
三
〇
五
七
（
「
浅
茅
原
」
「
茅
生
」
作
者
未
詳
）
、
⑫
三
〇
六
三
（「
浅
茅
原
」
作
者
未
詳
）、
⑫
三
一
九
六
（「
浅
茅
が
原
」
作
者
未
詳
）
（
7）
扇
畑
忠
雄
「
万
葉
「
か
り
ば
か
」
雑
考
」（『
美
夫
君
志
』
四
号
、
一
九
六
一
年
十
月
）
万
葉
集
「
怕
物
歌
三
首
」
考
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（8）
尾
崎
暢
殃
「
怕
物
歌
三
首
」（『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
七
、
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
十
月
）
（
9）
「
鶉
」
が
這
い
ず
り
ま
わ
る
こ
と
を
詠
む
用
例
：「
…
…
鶉
な
す
い
這
ひ
も
と
ほ
り
…
…
」（
②
一
九
九
高
市
皇
子
挽
歌
）「
…
…
鶉
こ
そ
い
這
ひ
も
と
ほ
れ
鹿
じ
も
の
い
這
ひ
拝
み
鶉
な
す
い
這
ひ
も
と
ほ
り
…
…
」
（
③
二
三
九
長
皇
子
狩
猟
）
「
…
…
朝
狩
に
鹿
猪
踏
み
起
こ
し
夕
狩
に
鶉
雉
踏
み
立
て
大
御
馬
の
口
抑
へ
と
め
…
…
」
（
③
四
七
八
安
積
皇
子
挽
歌
第
二
長
歌
安
積
皇
子
挽
歌
第
二
長
歌
））。
（
10）
古
橋
信
孝
は
注（
4）古
橋
論
文
に
お
い
て
、
古
今
和
歌
集
（
⑱
九
七
二
）
の
「
野
と
な
ら
ば
う
づ
ら
と
鳴
き
て
年
は
経
む
か
り
に
だ
に
や
は
君
は
来
ざ
ら
む
」
の
歌
を
挙
げ
、
以
下
の
よ
う
に
三
八
八
七
番
歌
の
理
解
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。「（
古
今
集
和
歌
集
の
歌
は
―
引
用
者
注
）「
う
づ
ら
」
に
「
憂 う
し、
辛 つら
し」
が
懸
け
ら
れ
て
「
憂
鬱
ゆ
う
う
つだ
、
辛 つ
らい
と
泣
く
」
の
意
に
な
っ
て
い
る
が
、
年
老
い
た
者
の
想 お
もい
が
込
め
ら
れ
て
い
る
気
が
す
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
死
ん
だ
人
の
魂
が
地
上
近
く
に
留 と
どま
っ
て
い
る
よ
う
な
像
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
（
11）
松
岡
静
雄
『
有
由
縁
歌
と
防
人
歌
』
で
は
、
「
鶉
乎
は
借
字
で
空
男
即
ち
魂
の
空
に
な
つ
た
男
を
意
味
し
、
死
體
ま
た
は
骸
骨
」
と
す
る
。
高
木
市
之
助
『
総
釈
』
は
「
亡
霊
ら
し
い
男
が
立
つ
て
ゐ
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
だ
が
、
三
八
八
七
番
歌
の
「
鶉
」
を
借
字
と
見
る
の
は
難
し
い
。
（
12）
鶉
が
飛
び
立
つ
こ
と
と
驚
き
の
繋
が
り
に
つ
い
て
、
『
注
釈
』
や
『
新
大
系
』
が
「
坐
し
て
い
る
人
が
急
に
立
ち
上
が
る
無
礼
な
立
ち
方
を
「
鶉
立
ち
」（
承
応
神
事
能
評
判
）
と
い
う
よ
う
に
、
鶉
は
足
下
か
ら
突
然
飛
び
立
っ
て
人
を
驚
か
せ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
13）
佐
竹
昭
広
「
古
代
日
本
語
に
お
け
る
色
名
の
性
格
」（『
国
語
国
文
』
二
四
巻
六
号
、
一
九
九
五
年
六
月
）
（
14）
井
村
哲
夫
『
赤
ら
小
舟
』（
和
泉
書
院
、
昭
和
六
一
年
一
月
）
（
15）
伊
原
昭
「
万
葉
集
巻
第
十
六
の
三
八
八
八
の
歌
の
黄
に
つ
い
て
」（『
国
語
と
国
文
学
』
四
四
巻
九
号
、
一
九
六
七
年
三
月
）
（
16）
『
拾
穂
抄
』『
万
葉
考
』
で
は
、
神
鳴
が
鳴
る
様
子
と
捉
え
て
い
る
。
（
17）
『
私
注
』
は
「
水
葬
か
、
或
は
海
岸
で
死
體
を
黄
色
く
塗
つ
た
屋
形
船
の
形
し
た
も
の
に
入
れ
て
流
す
習
慣
で
も
が
あ
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
…
…
葬
送
に
船
形
を
用
ゐ
る
習
慣
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
陸
上
の
葬
送
を
海
上
の
如
く
考
へ
て
の
歌
か
も
知
れ
な
い
。」
と
、
歌
の
発
想
が
葬
送
に
基
づ
く
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
18）
多
田
一
臣
「
怕
し
き
物
の
歌
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
一
〇
〇
八
号
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）
（
19）
『
釈
注
』
は
「
人
魂
の
よ
う
な
の
意
だ
が
、「
人
魂
」
と
「
さ
青
な
る
君
」
と
が
同
格
で
あ
る
よ
う
な
面
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
20）
森
朝
男
『
古
代
和
歌
と
祝
祭
』（
有
精
堂
、
一
九
八
八
年
四
月
）
―24― （24）
